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研究成果の概要（和文）：年代記『鎌倉大日記』は信頼できる史料であることを明らかにした。1495年4月12日鎌倉を
地震津波がおそったことを明らかにした。
16世紀に鳴門南断層が活動し、0.5～1.0メートル の上下変位を生じたことを明らかにした。1596年の地震によって徳
島県撫養地域が隆起し、徳島県撫養地域に塩田が開発されたことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Chronicle "Kamakura Oonikki" is reliable historical materials. Tsunamis attacked 
Kamakura on April 12, 1495
Naruto South fault in the 16th century is the activities ,and resulting in a vertical displacement of 0.5 
to 1.0 meters. The Muya district in Tokushima Prefecture was uprifted by the earthquake in 1596, and the 
saltpan developed in Muya district, Tokushima Prefecture

研究分野：人文学
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１．研究開始当初の背景 
 応募者は、3.11以後、東国の巨大地震の研

究を進め、歴史地震研究会（2012年 9月 15

日、横浜開港資料館）で、行谷佑一氏（地震

学・産業技術総合研究所）と共同で「享徳三

年（1454 年）に奥州を襲った津波」という

報告を行い、論文を『地震』（日本地震学会）

に投稿中である（のち 2014年 3月に,行谷裕

一・矢田俊文, 史料に記録された中世におけ

る東日本太平洋沿岸の津波, 地震 第 2輯第

66巻 4号,73-81頁,として掲載された）。享徳

3年の奥州地震は津波堆積物の分析から 3.11

の地震津波と類似のものと考えている。また、

伊東市でも 15 世紀末の津波堆積物の存在が

明らかになっていて、この津波堆積物は土器

編年との対応関係で 15 世紀末であることは

明確となっているが、明応 7年（1498）8月

25 日の南海トラフの明応地震によるものな

のか、鎌倉を津波が襲った明応 4年の地震な

のか明確にできていない。明応 4年の地震で

鎌倉を津波が襲ったことを明らかにできれ

ば、この津波堆積物は相模トラフの地震によ

るものであることが確実になる。明応 4年か

明応 7年かの時期の特定は津波堆積物・土器

編年研究ではできないため、歴史学の方法で

明らかにしなければならないと考えるにい

たった。 

 また応募者は、文書によって、土地の沈降

を明らかにしたことがあるので（拙稿「一七

○七年宝永地震と浜名湖北部地域の沈降」

『資料学研究』10,2013）、文禄 5年（1569）

閏 7 月 13 日に起った地震によって、阿波国

橅養地域が隆起したことを明らかにできる

と考えた。すでに、活断層研究で 16 世紀末

頃に四国の中央構造線が動いていることが

指摘されているが、本研究によって、四国の

中央構造線が動いた地震は文禄 5年（1569）

閏 7 月 13 日の地震であると年代を特定する

ことができると考えるにいたった。 
 
２．研究の目的 

 本研究では、歴史学の立場で地震を研究す

ることにより、15世紀後半と 16世紀末・17

世紀初頭が地震活動期であることを明らか

にする。 

 具体的な目的は次の 2点である。 

 1.明応 4年（1495）の地震が関東地震（相

模トラフ周辺で起こる地震）であることを明

らかにする。 

 2.文禄 5年（1569）閏 7月 13日に起った

地震（慶長伏見地震といわれている）によっ

て、阿波国橅養地域（徳島県鳴門市）が隆起

し塩田になったことを明らかにする。 

 本研究は、歴史学の方法による文書・年代

記の検討により前近代の地震に特定の年を

与えることができることを、理系研究者に示

すことができる。このことは地震研究が歴史

学研究者の研究抜きにはできないことを明

確にする。また、従来災害記事が多いことで

知られていた年代記研究を前進させる。 

 
３．研究の方法 
（1）年代記を中心とした史料の厳密な分析

を行ない、さらに文献によって得られた結論

を確かなものとするために遺物・地質資料で

確認することにより地震の年代を確定する。

従来の説を再検討するため、彰考館本「鎌倉

年代記」の災害記事・合戦記事を含めた記事

全般を検討する。 

 

（2）徳島県橅養地域の地震により隆起し塩

田が生まれたとする記事が記載される文書

を検討する。撫養塩田の諸村のうち三ツ石・

高島・黒崎・大桑島・小桑島５カ村は真言宗

が強い阿波国のなかでも浄土宗が定着する

という特異な信仰圏を形成し、この信仰圏の

塩田開発と製塩業の展開を主導したのはす

べて淡路から橅養地域に移住した人びとで

あったことがすでに指摘されている。阿波国

では信仰上特異な地域の宗教関係史料を検

討し、文禄 5年（1596）閏 7月 13日の地震



により、橅養地域が隆起し塩田となったこと

を明らかにすることにより、四国の中央構造

線断層帯が活動したことを明確にする。 

 

（3）徳島県の中央構造線断層帯がこの地震

によって活動したことはすでに活断層研究

分野での研究がある。本研究では、改めて徳

島県の 16 世紀末の遺物を収集し、地形を検

討し活断断層との関係を検討する。 
 
４．研究成果 

（1）従来疑問視されてきた明応 4年（1495）

8 月 15 日に鎌倉を地震津波が襲ったとする

『鎌倉大日記』の記事が信頼できるか検討し

た。その結果、『鎌倉大日記』彰考館本の原

本における明応 4年を含む応仁元年頃～文亀

元年の年代記記事の大部分は、後柏原天皇の

在位期間とくに文亀元年直後の頃に加筆さ

れたこと、加筆者は当時鎌倉あるいはその近

辺に住んでいた可能性が高いこと、明応 4年

9 月の伊勢早雲小田原攻略の記事を否定する

根拠はないことを明らかにし、『鎌倉大日記』

の明応 4年の鎌倉地震津波の記事は信頼でき

ることを明らかにした。 

 さらに、『鎌倉大日記』によれば、15 世紀

に鎌倉かその近辺で大きく揺れた「大地震」

は 6回あったこと、元禄地震・大正地震では

それぞれ 1ｍほど隆起したとされる江の島は、

『鎌倉大日記』によれば明応 4年の地震では

沈降したことを明らかにした。 

 

（2）1596年慶長伏見地震の際に、現在の徳

島県鳴門市の撫養地区が隆起し，入浜塩田を

営むことが可能になったとする史料が存在

するので、史料に書かれた内容の信ぴょう性

について地形・地質学的な側面から検討を行

った。入浜塩田では潮の満ち引きを利用して

製塩を行う。したがって、その立地は地形条

件によって制限される。撫養地区の塩田が鳴

門南断層の上盤に広がっている点、塩田の開

発域の南限が鳴門南断層とほぼ一致してい

る点、16世紀に鳴門南断層が活動し 0.5～1.0

メートル の上下変位を生じたと考えられる

ことなどを勘案すると、地震性隆起が塩田開

発の契機となったとする文書の記述内容は

事実である可能性が極めて高いことを明ら

かにした。 

 

（3）中世阿波国撫養地域と 1596年地震の関

係について検討し、撫養地域は阿波国の特産

物を運ぶ機能を持った湊であったが塩を運

んでいないので中世撫養地域では塩を生産

していなかったと考えられること、淡路から

来て塩田開発した者は中世淡路の三原塩田

地域の者で慶長 10 年（1605）に阿波撫養地

域で塩業が始まる理由は寛永 8年（1631）10

月 12 日竹嶋村庄屋孫兵衛「申上覚」に記さ

れるように撫養地域が文禄 5年（1596）の地

震によって「動り上」り塩田に適した地域が

成立したためであると考えられることを明

らかにした。 

 

（4）従来注目されることのなかった不忍文

庫旧蔵『年代記』（国立公文書館所蔵、写本）

を見出し、書誌学的に検討を行い、この年代

記の原本における 14世紀後半～16世紀後半

の記事は、段階的にではあるがほぼ同時代に

生きた者により記されたという点で史料と

して信頼できること、本年代記には 13 世紀

末～16世紀末までの 17件の地震記事が記さ

れ、なかでも従来地震研究では把握されてい

なかったとみられる 4 年分 6 件の「大地震」

（貞治 2年（1363）3月、同年 10～11月、

応永 6年（1399）6月 12日、応仁 2年（1468）

3 月 23 日、文明 8 年（1476）5 月頃、同年

12月 15日）が記されていること、本年代記

に「大地震」のみ記される地震は、本年代記

の各記主がいずれも居住したと考えられる

京都・畿内地域で発生あるいは感じられた地

震であったことを明らかにした。 

 



（5）三重県の津市（安濃津周辺）・徳島県の

鳴門市（撫養地区）・静岡県の浜松市（浜松

平野）などにおいて考古遺跡および歴史文書

と新たに実施した地形・地質調査結果を対比

することにより 15～17 世紀に生じた地震活

動に伴う地形変化と土地利用変化の関連性

を考察し、それにより安濃津に壊滅的な被害

を及ぼした津波が河川遡上型であったこと、

撫養地区における入浜塩田の開始が地震性

の隆起と関連していること等を明らかにし

た。 
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